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治療効果を、行動学的、組織学的に検討する事を目的とした。                     
  
 研究方法   
 生後 7 日目のラットに対し、左総頚動脈の結紮後、低酸素に暴露し HIE モデルラット
を作成した（Rice-Vanncci model）。無作為に 2群にわけ、日齢 10にMSC群にMSC 1.0 
x 106個を静脈内投与した。vehicle群には DMEMを同日静脈内投与した。MRIは in vivo
で日齢 8、35 に撮影した。行動学的評価として Beam walk test を日齢 35に行った。行
動学的評価とMRIが終了したのち、脳の組織学的評価を行った。                                        
 
 研究成績及び考察 
 Beam walk testでMSC投与群は vehicle群に比較して有意に行動学的改善を認めた。













神経回路の再構築が関与していると考えられた。                                    
 
（注）１ 学位論文の内容の要旨は、研究目的・研究方法・研究成績・考察・結論等とし、 
    簡潔に要約すること。 
   ２ 報告番号は記入しないこと。 
   ３ ２頁目からも外枠だけは必ず付けること。 
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Functional recovery after the systemic administration of mesenchymal 
stem cells in a rat model of neonatal hypoxia-ischemia  
（新生仔低酸素性虚血性脳症ラットモデルに対する骨髄間葉系幹細胞の経静
脈的移植による機能回復） 
結果の要旨 
 
低酸素性虚血性脳症モデルラットに対する骨髄間葉系幹細胞の静脈内投与を行なった報
告はこれまでほとんどない。本研究において、骨髄間葉系幹細胞の静脈内投与は、低酸素
性虚血性脳症モデルラットの運動機能を改善させた。運動機能の改善には、投与された骨
髄間葉系幹細胞の皮質への移行が関与していると考えられた。骨髄間葉系幹細胞の静脈内
投与による運動機能改善には、残存脳の増加、および、シナプス形成の促進を介した神経
可塑性の亢進が寄与していると考えられた。上記の結果を初めて明らかにした事は博士（医
学）の学位論文としてふさわしいと判断された。 
 
 
 
 
 
 
 
